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は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
世
論
調
査
会
社
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ピ
ュ
ー
社
）
は
二
○
○
五
年
六
月
、
世
界
一
六
カ
国

の
国
民
が
ア
メ
リ
カ
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国

か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
が
対
象
国
に
選
ば
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
好
感
度
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
二
一
％
、
ト
ル
コ
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、

二
○
○
三
年
の
調
査
で
対
米
好
感
度
が
一
五
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
三
八
％
に
も
ち
直
し
た
。
こ
れ
は
、
ス

マ
ト
ラ
沖
大
地
震
と
イ
ン
ド
洋
津
波
の
被
害
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
支
援
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
多
数
の
国
民
は
、
ア
メ
リ
カ
が
将
来
、
自
分
の
国
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威
と
な
る
、
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
数
字
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
八
○
％
を
筆
頭
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
七
一
％
、
ヨ
ル
ダ
ン
六
七
％
、
ト
ル
コ
六
五
％
、

レ
バ
ノ
ン
五
九
％
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
フ
ォ
ー
ス
前
米
国
連
大
使
（
元
上
院
議
員
）
は
、「
問
題
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
民
の
多
数
が
、
ア
メ
リ
カ
が
ど
こ
か

の
時
点
で
自
分
た
ち
に
軍
事
力
を
向
け
て
く
る
、
と
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。
彼
ら
が
そ
う
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
信
じ
ら

れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
我
々
、
米
国
民
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
。

マ
デ
リ
ー
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
元
国
務
長
官
は
こ
ん
な
感
想
を
述
べ
た
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
反
米
主
義
が
し
っ
か
り
と
根
づ
い

て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
重
要
な
同
盟
国
で
あ
る
ト
ル
コ
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
こ
の
程
度
し
か
ア
メ
リ
カ
に
好
感
情
を
抱
い
て
い
な

い
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
さ
え
、
ア
メ
リ
カ
が
い
つ
か
自
分
た
ち
に
軍
事
力
を
向
け
る
だ
ろ
う
と
懸
念
し
、
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
多
数
の
人
々
は
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
我
々
は
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イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
広
く
嫌
わ
れ
て
い
る
」

1

イ
ス
ラ
ー
ム
は
暴
力
を
奨
励
す
る
？

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
反
米
感
情
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
が
、
二
○
○
一
年
九
月
十
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
後
に
、

ア
メ
リ
カ
で
強
ま
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
恐
れ
や
懸
念
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
米
国
民
を
対
象
と
し
た
い
く
つ
か
の
調
査
結
果
が
あ
る
。

ピ
ュ
ー
社
の
二
○
○
四
年
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
好
意
的
と
否
定
的
の
比
率
は
、
三
九
％
対
三
七
％
と
拮
抗
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
体
の
四
六
％
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
他
の
宗
教
よ
り
も
暴
力
を
奨
励
し
や
す
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
項
目
は
、
二
○

○
二
年
は
二
五
％
だ
っ
た
の
が
、
二
○
○
三
年
に
四
四
％
に
急
増
し
て
お
り
、
翌
二
○
○
四
年
も
そ
の
傾
向
を
保
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
○
○
四
年
の
調
査
結
果
か
ら
白
人
の
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
（
保
守
的
な
信
仰
理
解
に
立
つ
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
の
項
目
を
み

る
と
、
ム
ス
リ
ム
に
好
意
的
、
否
定
的
の
比
率
は
、
二
九
％
対
四
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

二
○
○
四
年
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
調
査
も
、「
暴
力
」
に
つ
い
て
同
じ
質
問
を
し
て
い
る
が
、
同
年
の
ピ
ュ
ー
社
の
数
字
と
ほ
ぼ
同

じ
四
七
％
が
「
暴
力
を
奨
励
し
や
す
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、「
聖
書
の
一
字
一
句
を
真
実
と
し
て
受
け
止
め
る
か
」「
自

分
を
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
と
規
定
す
る
か
」
な
ど
の
質
問
に
対
す
る
答
え
に
よ
っ
て
、
回
答
者
の
宗
教
心
を
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

「
非
常
に
宗
教
心
が
あ
る
」
グ
ル
ー
プ
の
六
五
％
が
、「
暴
力
を
誘
発
し
や
す
い
」
と
答
え
て
い
る
。

コ
ー
ネ
ル
大
の
調
査
に
は
、
も
う
一
つ
、
目
を
引
く
数
字
が
あ
る
。「
全
ム
ス
リ
ム
の
所
在
登
録
」「
司
法
機
関
に
よ
る
モ
ス
ク
の

監
視
」「
ム
ス
リ
ム
か
、
中
東
出
身
者
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
を
、
捜
査
当
局
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
犯
人
割
り
出
し
の
た
め
に
つ
く
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る
人
物
像
）
の
資
料
に
す
る
」「
ム
ス
リ
ム
の
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
活
動
を
監
視
す
る
た
め
の
潜
入
捜
査
」
の
う
ち
少
な
く
と

も
一
つ
は
実
行
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
米
国
民
が
、
四
四
％
に
上
っ
た
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、「
非
常
に
宗
教
心
が
あ
る
」
人
た
ち
の

四
二
％
、
共
和
党
支
持
者
の
四
○
％
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
全
ム
ス
リ
ム
の
所
在
の
登
録
」
に
賛
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
米
イ
ス
ラ
ー
ム
関

係
評
議
会
（
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
二
○
○
四
年
調
査
で
は
、
四
人
に
一
人
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
暴
力
と
憎
悪
を
教
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。

ま
た
、
ム
ス
リ
ム
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、「
戦
争
、
憎
悪
、
暴
力
」「
テ
ロ
リ
ス
ト
、
敵
、
オ
サ
ー
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
」
な
ど
の

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
す
る
人
が
計
三
二
％
い
た
。

前
向
き
な
デ
ー
タ
も
あ
る
。
例
え
ば
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
調
査
で
は
、
ム
ス
リ
ム
と
個
人
的
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
、
と
答
え
た
人
の
八

○
％
が
、「
ム
ス
リ
ム
は
家
族
を
大
切
に
す
る
」、
七
五
％
が
「
ム
ス
リ
ム
が
暴
力
を
正
当
化
す
る
と
い
う
考
え
は
間
違
い
だ
」
と
そ
れ

ぞ
れ
答
え
て
お
り
、
ム
ス
リ
ム
と
の
接
触
が
深
ま
れ
ば
そ
れ
だ
け
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
る
、
と
い
う
側
面
を
物
語
っ
て

い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
教
授
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
多
く
は
、
米
政
府
が
単
に
世
界
の
テ
ロ
と
戦
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
東
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
地
図
を
描
き
直
そ
う
と
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。
一
方
、
平
均
的
な
ア
メ

リ
カ
人
に
は
、
過
激
主
義
と
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
区
別
、
テ
ロ
や
暴
力
を
生
む
政
治
的
な
背
景
と
宗
教
の
役
割
と
の
区

別
が
、
な
か
な
か
つ
か
な
い
よ
う
だ
」
と
指
摘
す
る
。

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究
所
の
ム
ク
テ
ダ
・
カ
ー
ン
氏
は
こ
う
述
べ
た
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
お
け
る
反
米
感
情
と
ア
メ
リ
カ
の
イ

ス
ラ
ー
ム
恐
怖
症
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い
る
。
平
均
的
な
ア
メ
リ
カ
人
は
、
自
爆
テ
ロ
の
映
像
を
見
て
、『
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
を
憎

む
の
は
、
自
由
を
憎
む
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
ム
ス
リ
ム
だ
か
ら
だ
』
と
い
っ
た
紋
切
り
型
の
と
ら
え
方
を
し
が
ち
だ
。
実
は
、

九
・
一
一
の
直
後
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
観
は
今
ほ
ど
悪
く
は
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
機
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
は

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
テ
ロ
戦
争
を
対
イ
ス
ラ
ー
ム
戦
争
と
見
な
し
、
そ
の
反
米
感
情
が
新
し
い
段
階
に
達
し
た
。
米
側
の
イ
ス
ラ
ー
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ム
恐
怖
症
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
し
て
強
ま
っ
た
。
共
和
党
保
守
派
や
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
一
部
の
指
導
者
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ
を
は
じ

め
と
す
る
保
守
派
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
、
ム
ス
リ
ム
を
テ
ロ
リ
ス
ト
と
同
一
視
す
る
よ
う
な
評
論
や
攻
撃
的
な
演
説
が
増
え
た
こ
と
も

災
い
し
た
」

2

ネ
オ
コ
ン
と
同
盟
を
築
い
た
キ
リ
ス
ト
教
右
派

そ
の
一
例
が
、
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
指
導
者
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
氏
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
不
道
徳
で
暴
力
的
な
宗
教
だ
」、

「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
突
っ
込
ん
だ
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
攻
撃
だ
っ
た
」
な
ど
の
発
言
だ
。
グ
ラ
ハ
ム

氏
は
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
著
名
な
テ
レ
ビ
伝
道
師
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
含
む
歴
代
大
統
領
の
宗
教
面
で
の
顧
問
格
で
も
あ
る
ビ
リ

ー
・
グ
ラ
ハ
ム
氏
の
息
子
で
あ
る
。
や
は
り
著
名
な
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
伝
道
師
パ
ッ
ト
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
氏
も
、
演
説
の
な
か
で

コ
ー
ラ
ン
を
引
用
し
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
「
平
和
的
な
宗
教
で
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
イ
キ
ン
陸
軍

中
将
（
イ
ラ
ク
関
連
情
報
担
当
の
国
防
副
次
官
）
が
、
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
の
集
会
で
「
対
テ
ロ
戦
争
は
宗
教
戦
争
だ
。
敵
で
あ
る
サ
タ

ン
は
我
々
キ
リ
ス
ト
の
軍
を
破
壊
し
た
が
っ
て
い
る
」、「
私
の
神
は
真
の
神
だ
。
彼
ら
の
神
は
邪
神
だ
」
と
演
説
し
た
時
、
猛
反
発
し

た
の
は
中
東
諸
国
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
米
政
府
高
官
は
「
対
テ
ロ
戦
と
は
対
イ
ス
ラ
ー
ム
戦
争
で
あ
る
、
と
い
う
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
の
陰
謀
論
を
裏
づ
け
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
」
と
怒
り
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
右
派
は
、
二
○
○
四
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
再
選
の
大
き
な
原
動
力
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
国
際
問
題
に
関
し
て
は
、

か
つ
て
孤
立
主
義
的
な
色
彩
が
濃
か
っ
た
。
し
か
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
に
、
海
外
で
の
宗
教
弾
圧
や
人
身
売
買
問
題
な
ど
に

積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
新
保
守
主
義
者
（
ネ
オ
・
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
、
ネ
オ
コ
ン
）
と
並
ぶ
共
和
党
の
有
力
な
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基
盤
勢
力
と
な
っ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
第
一
期
政
権
の
外
交
政
策
、
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
に
至
る
過
程
で
影
響
力
を
も
っ
た
ネ
オ
コ
ン
と
、
キ
リ
ス
ト
教
右
派
と

は
、
同
時
多
発
テ
ロ
を
機
に
急
接
近
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
と
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
神
の
約
束
を
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
右
派
の
指
導
者

た
ち
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
約
束
の
地
と
見
な
し
た
。
一
方
の
ネ
オ
コ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
と

西
側
民
主
主
義
と
の
間
の
冷
戦
後
の
戦
争
に
お
け
る
最
も
重
要
な
同
盟
関
係
に
あ
る
と
考
え
た
。
ピ
ュ
ー
社
の
二
○
○
四
年
調
査
に

よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
よ
り
も
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
す
べ
き
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、
米
国
民
全
体
で
は
「
支
持
」
三

五
％
、「
不
支
持
」
三
八
％
と
い
う
比
率
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
白
人
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
の
比
率
は
、
五
二
％
対
二
五
％
と
、
大
き

な
違
い
を
み
せ
て
い
る
。

九
・
一
一
後
の
ア
メ
リ
カ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
右
派
と
ネ
オ
コ
ン
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
」「
中
東
で
の
テ
ロ
と
の
戦
い
」「
イ
ラ
ク
の

フ
セ
イ
ン
政
権
の
転
覆
と
民
主
化
」
な
ど
の
主
張
で
同
盟
関
係
を
築
い
た
。
こ
の
な
か
で
、
双
方
の
陣
営
の
指
導
者
や
論
客
か
ら
は

ア
ラ
ブ
諸
国
や
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
非
難
発
言
が
相
次
い
で
飛
び
出
し
、
米
国
民
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
印
象
の
悪
化
を
も
た

ら
す
要
因
に
も
な
っ
た
。

中
東
専
門
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
パ
イ
プ
ス
氏
は
「
な
ぜ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
策
が
欧
州
と
違
う
の
か
。
そ
の
答
え
は
、（
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
）
キ
リ
ス
ト
教
シ
オ
ニ
ス
ト
の
力
に
あ
る
」
と
語
っ
た
。「
民
主
主
義
と
宗
教
の
自
由
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と
は
、
単
な
る
道
義

上
の
大
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
安
全
保
障
上
の
大
義
に
も
な
っ
た
。
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
に
と
っ
て
は
、（
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
）
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
さ
せ
る
こ
と
が
優
先
課
題
と
な
っ
た
。
多
く
の
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
に
と

っ
て
、
好
戦
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
は
新
た
な
か
た
ち
の
反
キ
リ
ス
ト
者
（
キ
リ
ス
ト
の
敵
）
な
の
だ
」。
こ
れ
は
、『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
紙
の
解
説
で
あ
る
。
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3

ア
メ
リ
カ
・
ム
ス
リ
ム
の
苦
悩
と
広
報
外
交

ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
恐
怖
症
」
の
直
接
の
被
害
者
は
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
米
国
人
権
協
会
（
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ｕ
）
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
オ
ッ
チ
に
よ
る
と
、
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
米
司
法
当
局
の
捜
査
で
は
、「
重
要
証
人
」
の
名
目
で

少
な
く
と
も
七
○
人
が
逮
捕
さ
れ
、
は
っ
き
り
し
な
い
理
由
で
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
拘
束
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
六
九
人
が
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
だ
っ
た
。
テ
ロ
関
連
容
疑
で
そ
の
後
、
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
結
局
七
人
だ
っ
た
と
い
う
。

カ
ー
ン
氏
は
言
う
。「
欧
米
の
ム
ス
リ
ム
は
、『
西
側
文
明
の
危
機
』
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
潜
在
的
な
第
五
列
（
テ
ロ
組
織

へ
の
協
力
者
）
と
し
て
標
的
に
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
関
係
が
心
あ
た
た
か
な
も
の
に
な
ら
な
い
限
り
、

西
側
の
ム
ス
リ
ム
は
イ
ス
ラ
ー
ム
恐
怖
症
と
い
う
名
の
現
実
に
直
面
し
、
二
級
市
民
と
し
て
監
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

同
氏
と
エ
ス
ポ
ジ
ト
教
授
が
連
名
で
書
い
た
論
文
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
住
む
西
側
の
ム
ス
リ
ム
が
直
面
す
る
「
潜
在
的

な
危
険
」
が
三
つ
あ
る
と
い
う
。

一
つ
は
、
反
米
テ
ロ
の
増
加
。
こ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
恐
怖
症
に
火
を
つ
け
る
結
果
、
ム
ス
リ
ム
を
政
治
の
場
か
ら
閉
め
出
す
よ
う

な
措
置
や
立
法
の
実
現
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
二
つ
目
は
、「
中
東
で
覇
権
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
米
政
府
の
外
交
政
策
」「
攻
撃

的
な
単
独
行
動
主
義
が
引
き
起
こ
す
事
件
や
行
動
」
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
西
側
の
ム
ス
リ
ム
の
安
全
や
福
祉
を
損
な
う
結
果
と
な

る
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
が
、
足
元
の
過
激
主
義
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
二
人
の
学
者
は
こ
う
結
論
づ
け
て
い
る
。

「
西
側
ム
ス
リ
ム
は
一
つ
目
と
二
つ
目
に
は
、
政
治
的
、
宗
教
的
な
対
話
に
関
与
す
る
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
で
き
な
い
。

し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
過
激
主
義
に
共
鳴
す
る
欧
米
国
内
の
過
激
主
義
の
根
絶
に
は
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
う
る
。

西
側
の
ム
ス
リ
ム
共
同
体
の
指
導
者
や
活
動
家
、
学
者
は
、
過
激
主
義
や
激
し
い
反
西
側
主
義
が
共
同
体
に
根
づ
か
な
い
よ
う
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努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
う
し
た
提
言
以
外
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
よ
く
提
起
さ
れ
る
の
が
、「
穏
健
ム
ス
リ
ム
の
支
持
」
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
十
二
月
に

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究
所
で
開
か
れ
た
会
議
『
分
裂
の
克
服
に
向
け
て
』
で
は
出
席
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

一
つ
が
「
ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
失
っ
た
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
穏
健
ム
ス
リ
ム
の
協
力
が
必
要
だ
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
会
議
に
招
か
れ
た
国
務
省
幹
部
は
「
我
々
は
状
況
が
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
だ

か
ら
こ
そ
、
助
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
ア
メ
リ
カ
を
悪
魔
の
よ
う
に
描
く
の
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
ム
ス
リ
ム
の
助
け
が
必
要
な
の
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
こ
う
だ
。「
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
・
ム
ス
リ
ム
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
米
国
内
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
を
取
り
巻
く
環
境
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
国
内
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
ム
ス
リ

ム
が
悪
魔
の
よ
う
に
描
か
れ
、
そ
の
市
民
権
を
め
ぐ
る
状
況
は
悲
惨
で
あ
り
、
彼
ら
は
常
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
討
議
か
ら
排
除
さ

れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
対
す
る
憎
し
み
を
扇
動
す
る
ア
メ
リ
カ
の
勢
力
も
ま
た
、
過
激
派
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
米
政
府
は
、
政
策
の
決
定
過
程
に
ム
ス
リ
ム
を
含
め
る
こ
と
に
向
け
て
、
前
進
す
べ
き
だ
」

米
独
立
調
査
委
員
会
の
公
聴
会
証
言
で
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
テ
ロ
対
策
の
不
備
を
暴
露
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ラ
ー
ク
元
テ
ロ
対
策

特
別
補
佐
官
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
三
つ
の
同
心
円
で
描
い
て
い
る
。
い
ち
ば
ん
外
側
の
最
大
の
円
は
日
々
の
生
活
に
忙
し
く
、

テ
ロ
や
過
激
主
義
に
は
傾
か
な
い
。
い
ち
ば
ん
内
側
の
円
は
、
五
万
人
か
ら
一
○
万
人
と
み
ら
れ
る
強
硬
な
過
激
派
で
、「
西
側
の
破

壊
を
決
意
す
る
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
主
義
者
」
と
さ
れ
る
。
真
ん
中
の
円
が
、「
そ
の
多
く
が
西
側
に
住
み
、
ア
メ
リ
カ
に
相
矛
盾
す
る

感
情
を
抱
い
て
い
る
。
過
激
派
を
支
持
し
た
り
、
テ
ロ
組
織
の
細
胞
に
加
わ
っ
た
り
す
る
者
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
プ

ロ
ー
チ
次
第
で
は
ア
メ
リ
カ
を
支
持
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
る
。
米
政
府
は
こ
こ
に
焦
点
を
当
て
た
広
報
外
交
を

模
索
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
第
一
期
政
権
の
広
報
外
交
は
失
敗
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
大
手
広
告
会
社
の
敏
腕
女
性
幹
部
を
広
報
外

交
担
当
国
務
次
官
に
起
用
し
、
穏
健
な
ア
メ
リ
カ
・
ム
ス
リ
ム
に
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
の
良
さ
を
語
ら
せ
る
Ｃ
Ｍ
ビ
デ
オ
を
つ
く
っ

た
が
、
売
り
込
み
先
と
し
て
想
定
し
て
い
た
中
東
の
衛
星
テ
レ
ビ
か
ら
放
映
を
断
ら
れ
る
な
ど
、
反
発
を
浴
び
た
。
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
都
合
の
い
い
「
穏
健
ム
ス
リ
ム
」
を
選
び
、
ア
メ
リ
カ
の
良
さ
を
宣
伝
す
る
方
策
と
映
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

第
二
期
政
権
は
、
対
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
向
け
の
広
報
外
交
の
立
て
直
し
と
し
て
、
大
統
領
の
側
近
中
の
側
近
、
カ
レ
ン
・
ヒ
ュ
ー

ズ
元
大
統
領
顧
問
を
国
務
次
官
に
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
で
ア
ラ
ビ
ア
語
に
堪
能
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
デ
ィ
ナ
・
パ
ウ
エ
ル
大
統
領
補
佐

官
を
国
務
次
官
補
（
教
育
文
化
担
当
）
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
た
が
、
そ
の
活
動
は
ま
だ
、
本
格
化
し
て
い
な
い
。

外
交
問
題
評
議
会
、
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究
所
な
ど
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
も
相
次
い
で
、
広

報
外
交
戦
略
強
化
の
提
言
を
ま
と
め
た
。「
広
報
外
交
と
は
、
現
地
の
国
民
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
市
民
社
会
に
直
接
語
り
か
け

る
こ
と
だ
」
と
説
い
た
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
提
言
づ
く
り
の
責
任
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ー
エ
ン
元
国
防
長
官
は
、「
我
々
は
、
ア
ラ
ブ
の
指

導
者
や
国
民
の
声
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
文
化
や
宗
教
、
生
活
、
希
望
を
も
っ
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
主
義

を
押
し
つ
け
た
り
、
要
求
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
現
地
で
経
済
的
な
機
会
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
繁
栄
の
道

づ
く
り
を
手
助
け
す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。
外
交
問
題
評
議
会
は
「
ム
ス
リ
ム
が
ア
メ
リ
カ
に
求
め
て
い
る
の
は
尊
敬
で
あ
る
」
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、「
彼
ら
の
主
張
を
よ
く
聞
き
、
謙
虚
に
語
り
、
二
国
間
の
援
助
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
に
専
念
す
る
一
方
、

議
論
の
分
か
れ
る
政
策
上
の
問
題
で
は
互
い
の
不
一
致
を
許
容
す
る
姿
勢
も
大
切
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
言
を
ま
と
め

た
ア
メ
リ
カ
の
識
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
関
係
を
「
紛
争
か
ら
協
力
へ
」（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
変
え
る
に
は
、
な
に

よ
り
も
イ
ラ
ク
や
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
と
中
東
和
平
の
進
展
が
必
要
だ
、
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
系
移
民
、
ム
ス
リ
ム
移
民
の
処
遇
改
善
」
を
促
し
て
い
る
。
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